




   








(1) 対象：1 年生全学級（6 学級）／1 回／年度 




イング、③ ○ ×クイズ、④講義、⑤まとめ 


























 　　 (n=270) 9.自分を大切にする・自分で守る 77
10.自分事として考える 56
Ｃ．性行動について 11.安易に気軽に性交渉しない 64
 　   (n=171) 12.性の大切さ 56
13.コンドーム・避妊・安全なＳＥＸ 51
Ｄ．性感染症について 14.感染症はこわい 67
 　   (n=108) 15.HIV・性感染症等の学びは大切 41
Ｅ．命について 16.中絶の賛否・望まない妊娠防止 60
　    (n=94) 17.命の大切さ 34
Ｆ．他者との関わりについて 18.相手への思いやり・自分勝手にしない 40
  　  (n=64) 19.親への感謝 15
20.パートナー選び 9


















カテゴリ （人） （％） P値＊
9.自分を大切にする・自分で守る 男 16 4.6 0.0002 p <0.01
女 59 11.7
10.自分事として考える 男 15 4.3 0.024 p <0.025
女 41 8.2
16.中絶の賛否（望まない妊娠防止） 男 13 3.7 0.0015 p <0.025
女 47 9.3
18.相手への思いやり・自分勝手にしない 男 25 7.1 0.004 p <0.05
女 15 3.0
＊Ｘ 2検定　　n.s.　non-significant  
Ⅳ. 考察 
１. ピアエデュケーションの受け止められ方：サブカテゴ
リ分類の結果から、同年代に近い人からの性教育は、肯
定的で共感を高め受け入れられやすいと考える。特に、
助産学生が、助産実習を通して学び感じた命の大切さ、
人工妊娠中絶の現実、相手への思いやりや親への感謝等
を随所で伝えたことの効果であり、助産学生の強みと考
えられる。さらに、参加型プログラムにより、楽しく進
められたことが高校生の関心度を高め、行動の動機づけ
に有効と考える。 
２. 学びや考え・気持ちの変化について：自分自身や性、
相手への思いやり、学びを活かしたい等の気持ちの変化
が見られることから、性の自己決定の大切さの理解を促
し、安易な性行動の抑制につながると考える。 
３. 学びの男女差：自分で決める性行動をテーマにした性
教育は、女子には「自分事としてとらえ、自分を大切に
し守る」「望まない妊娠防止」のことを、男子には「相手
への思いやりと自分勝手にしない」について有効と考え
る。 
Ⅴ. 結論 
高校生の学びや考え等の変化は、1,162のアイテム、20
のサブカテゴリー、6のカテゴリーに分類でき、 
１.「新しく知った」「ためになった」「学びを活かす」が
多く、肯定的に受け止められていた。 
２. 男女比較では、女子は「自分を大切にする・自分で守
る」、男子は「相手への思いやり」が多かった。 
以上から、助産学生によるピアエデュケーションは効果
的であることがわかった。なお、高校、保健所及び看護
系大学との連携による有効性の検証は今後の課題とした
い。 
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